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異
文
化
理
解
講
座
の
受
講

生
を
募
集

　

オ
ラ
ン
ダ
人
講
師
に
よ
る

「
異
文
化
理
解
講
座
」
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
・
内
容

　

第
１
回
＝
８
月
28
日
（
木
）

　

オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
関
係
性

の
歴
史

　

第
２
回
＝
９
月
４
日
（
木
）

　

オ
ラ
ン
ダ
の
風
景

　

第
３
回
＝
９
月
11
日
（
木
）

　

オ
ラ
ン
ダ
の
人
々
の
暮
ら
し

ぶ
り

※
１
日
の
み
の
受
講
も
可

●
時
間
＝
19
時
〜
20
時
30
分

●
講
師
＝
ペ
ル
ザ
ー
・
ロ
バ
ー

ト
氏
（
鹿
屋
体
育
大
学
客
員

研
究
員
）

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

３
階
フ
リ
ー
ル
ー
ム

●
受
講
料
＝
無
料

●
定
員
＝
20
人
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
８
月
22
日（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
４
７

「
英
語
で
学
ぶ
鹿
児
島
の
歴

史
と
文
化
講
座
」
の
受
講

生
を
募
集

　

新
任
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
と
一
緒
に
学
ぶ
「
英

語
で
学
ぶ
鹿
児
島
の
歴
史
と
文

化
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
21
日
（
木
）　

15
時
～
17
時

●
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

●
講
師
＝
酒
瀬
川
純
行
氏
（
志

学
館
大
学
人
間
関
係
学
部
教

授
）

●
参
加
費
＝
無
料

●
応
募
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
８
月
15
日（
金
）

●
定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

45-

３
２
８
８

FAX
０
９
９
４-

45-

３
２
５
８

Ｅ
メ
ー
ル

kapic111

　

    @
po3.synapse.ne.jp

夏
の
英
語
ス
ク
ー
ル
の
参

加
者
を
募
集

　

外
国
人
と
交
流
し
な
が
ら
、

英
語
を
学
ぶ
夏
の
英
語
キ
ャ
ン

プ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
程
＝
８
月
27
日
（
水
）
～

30
日
（
土
）
の
３
泊
４
日

●
場
所
＝
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
＝
中
・
高
校
生

●
参
加
費

○
大
部
屋
＝
２
３
，
０
０
０
円

○
二
人
部
屋

　
　
　
　

＝
２
６
，
５
０
０
円

●
募
集
人
数
＝
30
人
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
方
法
＝
電
話
又
は
Ｅ
メ 

ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｕ
国
際
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム

☎
０
９
０-

９
４
７
８-

２
７
４
０

Ｅ
メ
ー
ル

yrks6001@
ybb.ne.jp	

平
成
20
年
度
職
員
採
用
試

験
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
国
及
び
地
方
を
通

じ
た
昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況

や
地
域
経
済
の
低
迷
等
へ
的
確

か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
も
民
間
委
託
の
推
進

や
職
員
定
数
の
削
減
な
ど
、
行

財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
市

民
生
活
に
直
結
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
人
件
費
な
ど
の
更
な
る
歳

出
の
抑
制
を
行
い
、
福
祉
・
教

育
・
産
業
振
興
な
ど
の
事
業
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
総
合
的

に
踏
ま
え
、
平
成
20
年
度
の
職

員
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
実
施

し
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
採
用
を
行
わ
な
い
こ

と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
市
政
運
営
の
停
滞
を
招

く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
情
報
処
理
技
術

の
活
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
総
務
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
７

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　

不
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

打
馬
・
王
子
・
下
祓
川
土

地
区
画
整
理
事
業
の
廃
止

に
係
る
縦
覧
に
つ
い
て

　

鹿
屋
都
市
計
画
事
業
打
馬
・

王
子
・
下
祓
川
土
地
区
画
整
理

事
業
の
廃
止
方
針
に
伴
い
、
同

事
業
計
画
の
廃
止
に
つ
い
て
、

土
地
区
画
整
理
法
の
規
定
に
よ

り
縦
覧
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
害
関
係
者
は
、
縦

覧
に
供
さ
れ
た
事
業
計
画
の
廃

止
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
場
合
、

縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
２
週
間
を
経
過
す

る
日
ま
で
に
、
鹿
児
島
県
知
事

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
都
市
計
画
に
お
い

て
定
め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
意
見
書
の
提
出
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
縦
覧
期
間
＝
８
月
５
日（
火
）

～
18
日
（
月
）

※
土
日
は
除
く

●
縦
覧
時
間
＝
８
時
30
分
～
17

時
15
分

●
縦
覧
場
所
＝
市
都
市
政
策
課

●
意
見
書
の
提
出
＝
住
所
、
氏

名
及
び
意
見
を
具
体
的
に

記
入
の
う
え
、
県
知
事
宛

て
と
し
て
、
県
都
市
計
画

課
（
〒
８
９
０-

８
５
７
７

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
10
番
１

号
）
へ
郵
送
又
は
直
接
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
＝
９
月
１
日（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

【
問
い
合
わ
せ
】

市
都
市
政
策
課
（
４
階
）

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
０

「
読
書
ま
つ
り
」
開
催

　

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間

中
に
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

よ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
17
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
吾
平
振
興
会
館

●
内
容
＝
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
劇
、

「
食
」
に
つ
い
て
の
お
話
や

お
に
ぎ
り
作
り
体
験
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
吾

平
振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４-

58-

６
０
３
６

●
入
札
日
時
＝
８
月
29
日（
金
）

10
時
～

●
入
札
場
所
＝
庁
舎
別
館
会
議

室
●
入
札
資
格
＝
市
税
滞
納
者
及

び
国
税
徴
収
法
第
92
条
に
規

定
す
る
以
外
の
人

●
物
件

※
い
ず
れ
も
公
募
上
表
示
で
現

況
渡
し
と
し
ま
す
。

※
公
売
中
止
に
な
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
収
納
管
理
課
（
１
階
）

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
１
６
５

物件番号 場　　所 面　積

第 41 号
（売却区分１）

横山町　山林（現況　雑種地） 411 ㎡
横山町　山林（現況　雑種地） 44 ㎡
横山町　公衆用道路 24 ㎡
横山町　公衆用道路（持分６分の１） 419 ㎡

第 41 号
（売却区分 2）

横山町　宅地 372.86 ㎡
横山町　公衆用道路（持分６分の１） 419 ㎡

第 41 号
（売却区分 3）

横山町　宅地 353.81 ㎡
横山町　公衆用道路（持分６分の１） 419 ㎡

第 42 号 野里町　宅地 798.18 ㎡

詐欺にご注意 !!

　地上テレビ放送のデジタル化に便乗した詐欺
が発生しています。見覚えのない工事や代理請
求にはご注意ください。

知らない差出人名で「地上デジ
タル放送接続料金請求書」と書
かれた手紙が届き、料金を支払
わないと地デジが見られないと
書かれている。

総務省やテレビ局の名前が書か
れた手紙が届き、「地上デジタ
ル放送切替助成金」が支給され
ているので、手数料を支払うよ
う書かれている。

「テレビ局職員」「地上デジタル
テレビ受信対策員」を名乗る人
物が自宅にやってきて、受信工
事やテレビの調整の代金支払い
を求める。

このようなこと
はありません。
架空請求の疑い
があります。

このような助成
金はなく、手数
料の支払いを求
めることはあり
ません。

テレビ局が、こ
のような支払い
を求めることは
ありません。

【問い合わせ】
　九州総合通信局　　　　☎ 096-326-7882
　市民総合相談室　　　　☎ 0994-31-1169

　地上デジタル放送に関連して、不審な請求を
受けた時は、九州総合通信局、最寄りの警察署、
又は市民総合相談室へご相談ください。

　最近、『自宅の郵便受けに「利
息を払いすぎていませんか」
と題するチラシの投函があり
ましたが信用できますか･･･』
といった相談が寄せられてい
ます。

　チラシの内容は、消費者金融等への過払い金返
還請求を代行するというもので、弁護士や司法書
士に依頼するよりも費用が安いと記載されていま
す。
　過払い金返還請求は、債務者本人が直接行うこ
ともできますが、専門的な知識が必要ですので、
弁護士や簡易裁判所の訴訟代理権のある司法書士
といった、法律の専門家へ依頼するのが一般的で
す。また、弁護士や司法書士でない者等が実際に
法律事務を行えば、弁護士法・司法書士法に違反
する可能性があります。

　このようなチラシが投函されていても、決して
連絡しないでください。また、「おかしいな」「大
丈夫かな」と思ったら、早めにご相談ください。

過払い金返還請求代行の勧誘に
ご注意ください

【問い合わせ】
　市民総合相談室　☎ 0994-31-1169

お
知
ら
せ


